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練馬区豊玉北6・12・1

平
成
1
7
年
1
月
3
1
日
、
練
馬
区
文

化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
新
た
に
「
栗

原
家
文
書
」
な
ど
1
1
件
を
練
馬
区
登
録

文
化
財
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
区
の
登
録
文
化
財
は
1
6
1
件

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
特
に
重
要

な
も
の
と
し
て
3
7
件
が
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
登
録
し
た
　
「
丸
山
東
遺
跡
方
形

周
溝
墓
出
土
品
」
　
は
都
内
で
も
重
要
な

出
土
品
で
あ
る
た
め
、
本
年
2
月
2
2
日

に
東
京
都
有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

指
定
・
登
録
し
た
文
化
財
に
は
説
明

板
を
設
置
す
る
な
ど
、
活
用
に
努
め
、

保
護
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
文
化
財
を
ご
覧
に
な
る
と
き

は
、
所
有
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

ご
配
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
文
化
財
に

ょ
っ
て
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
所
在
地
　
郷
土
資
料
室

上
石
神
井
村
名
主
や
石
神
井
村
長
を
勤

め
た
旧
家
の
文
書
類
で
す
。
江
戸
か
ら
近
代

の
村
絵
図
や
昭
和
初
期
の
石
神
井
公
園
草

創
に
関
係
す
る
文
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
所
在
地
　
郷
土
資
料
室

平
成
3
年
に
発
掘
し
た
小
竹
遺
跡
第
二
地

点
　
（
小
竹
町
－
丁
目
）
　
の
出
土
品
で
す
。
長
さ

5
彗
　
縄
文
時
代
の
垂
れ
飾
り
で
、
ペ
ン
ダ
ン

ト
ヘ
ッ
ド
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代

中
期
の
墓
穴
よ
り
出
土
し
た
こ
と
か
ら
副
葬
品

と
し
て
埋
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
糸
魚
川
流
域

で
産
出
す
る
悲
翠
製
で
あ
り
、
区
内
唯
一
の
も

の
で
す
。

●
所
在
地
　
郷
土
資
料
室

平
成
3
～
4
年
に
外
か
ん
道
路
建
設
に
先

立
ち
発
掘
し
た
丸
山
東
遺
跡
（
大
泉
三
丁
目
）
、

弥
生
時
代
後
期
の
方
形
周
溝
墓
7
基
の
一
括

出
土
品
で
す
。
壷
形
土
器
、
ガ
ラ
ス
玉
と
管

玉
の
首
飾
り
、
鉄
剣
が
あ
り
ま
す
。
武
蔵
野

台
地
の
出
土
例
と
し
て
秀
逸
で
す
。

上石神井村絵図（江戸時代）
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●
所
在
地
　
郷
土
資
料
室

昭
和
2
7
年
、
暗
渠
化
工
事
の
最
中
に
撮
影
さ

練馬駅前の商店街

れ
た
6
0
コ
マ

の
カ
ラ
ー
ス
ラ

イ
ド
。
取
水
口

か
ら
六
義
園
ま

で
、
当
時
の
場

景
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

・1－
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15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 フt
年
度

井 伊 金

乗

関 相 小 本 丸　 干　闇 妙　三 長　 石 練 長　井 井 井 北 御 鶴 氷　 豊 下　下 尾 妙 春 長　 服 大　 中　町 北 南 小

名

称

頭 賀

衆

の　原 美 寿 山　川　魔 誓 書 雪 害 馬 辛　 口　ロ　 ロ 町 府 の　川　 島 練 練 崎 福 日　命　 部 八　里　 田　条 蔵　島

の 院

御

朱

印

状

か 家 濃 院 東 家 ・ 東 二 家 家 家 聖　内 舞 神 氏 馬 馬 遺 寺 町　寺　 半 車　 の　家 氏 院 家

ヤ 奉 ん 薬 英　の 遺　 文 十 の　の　 の　六 小 年　文 文　文 観 井 社 奉 の　の 跡 文 出 仁　 蔵 富　文 康 鐘　文

ナ 納 か　 医 男　み 跡　 書 王 梵 梵 梵 観 学　 の　善 書 書 音 村 富 納 富　大 出 書 土 王　 奉 士　書　印 楼 書

ギ の ん　門 家　 く 出　　 像 　　 コとこ鐘 鐘 鐘 晶
校　 申 座 方 士　の 土　 山 土 の　門　 納 塚　 判　状 門

水

盤

鳥

居

地 文　 じ 土　　　 と 至 の　待 像　 旧 塚 石　燈 塚 道 ［コロロ 壷　　 の

蔵 書 道 の　　 檀 道 フ　板 記 道 形　　 仁

目
アマ
木 琴

製 ∴値

。日日

し
る
べ

ジ 碑 籠 標 土　 王

器　 像

平 昭 平 昭　平 平　平 平　 平　昭 昭　昭　 昭　昭 平　昭　平　平　 平 昭　平 平　 平　昭 平　平 平　平 平　平　 昭 昭　昭　昭　昭 昭　昭 登
成 和 成 和　成 成　 成 成　成　 和 和　和　 和　和 成　和　成　成　成 和　成 成　成　 和 成　成 成　成 成　成　 和 和　和　和　和 和　和 録

フt 63 8 6 3　2 7　 7 8　 9　6 3 62　6 1 6 1 6 2 6　6 1 7　 6　 5 62　3 4　 2　62 元　 3 3　元 元　元　 62 63　6 1 63　6 1 63　62 年

年 年 年 年　年 午　年 年　 午　年 午　 年　午　年 午　年　午　年　 年 午　年 年　 午　年 午　年 午　年 午　年　 年 年　中　午　年 午　 年 度
度 度 度 度　度 度　度 度　 度　度 度　度　 度　度 虔　度　度　度　 度 度　度 度　 度　度 度　度 度　 度 度　度　 度 度　度　度　度 度　 度

平成3年度 平成2年度 平成元年度 昭和63年度 昭和62年度

＊1

昭和61年度

35　　　34　33 32　31 30　29　28　27 26　25　24 23　22　21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10　9　8　　　　7　6　5 3　2　1 pk

紙　　 下 宮 尾 金 縄 新 横 相 尾 ＊2 春 妙 加 長 伊 町 氷 闇 角　氷 榎 氷 南 小 妙 牛 双　　 石　豊 服 北 三 長

名

称

所

本　　 棟　田 張 銅 文　井　山 原 張　旧　目　福 藤 命 賀　田 川 魔 桂 川 本 川 蔵 島 福 若 蝶 道　憧　島 部 条 宝 命

着　　 馬 橋 殿 製 時 家 家 家 殿 震 町 寺 家 寺 衆 家 神 ・型 神 家 神 院 家 寺 丸 　々し　七　氏 半 氏 寺　寺

色　　 の　敷 鷹 飾 代 文 文 薬 鷹　災　出　文 文 仁 奉 文 社 十 水 社 長 社 鐘 文　の ・曲　る　面　奉 蔵 康 の　の

以　　 大 石 場 具 の 書 書 医 場 復　土 善 書 王 納 書 の 王 盤 の 屋 の 楼 書 梵 弁 輪 べ　六　納 奉 印 梵 梵

天　　 山　供 碑　　 竹　　　　 門 碑　興 の　　　　 門 の　　 狛　像　　 水　門　旧　門 鐘 慶　目　　 観　の　納 判 鐘 鐘

宗　　 道 養 カ 仮 壷 水　　 犬　と　　 盤　　 拝 図 記　　 音　石　の 状

石 石 高

清　　 道 塔 コ

郷 郷 郷 桜 高 田

設 形 盤　　　　 檀　　　　　 殿 絵 図　　 勢　燈 仁

像 標

桜 （ 北 高

住　土 肇 郷　　 馬 絵　　 至　籠 王

宅 器 鳥　 檀
居

土　 馬　　 像
資

大 ／へ郷 南　土 高 大 東 氷 大 氷 石 南 豊　中 聖 雲 悪 霊　 岩 窟 悪

台　管　町 松 土　土 上　台　野 柄 泉 解 土 大　支 野 泉 大 川　泉 川　神　田　玉 村 神 神　野

6　理 1　2 資　資 資　 3　台　5 町 除 資 泉　田　台 町 泉 台 町 台 井　中　南 1 妻 苦 難 重 苦 嘉

l l 理 11 1 19

井 井 台
l 者 1 1 料 料 料 l l l 3　）　料　5　4　3 5　7　4　6　4　台　4　2 l 1 台　3 在
20　）　38　3 墓 室 室 35 l 8 l　 室 1 1 l l l l l l l L l 15 l l l 地
廣　練　北 （ 新　7　相 16　　　　　 6　45 10 15 27 47 24 47 l 13 15 南 16 l lO
徳 馬 町 管 井 横 原 大　　　　 妙 加 長 氷 町 氷 教 氷 18 榎 氷 蔵 毒 等 葦 重 義 悪 業 芳　川 社

史　 院 琵

道 15 長 所
寺 区 児 誓 忠　山 好 霊　 雪 雲 雪 川　田　川　学 川　氷 本 川　院 場 三 命 有

里　＼－／ 之 茂 吉 神 和 神 院 神 川　悦 神 寺 宝　寺 者
遊 練

園 芸
樹 小　 八
学
校

社 雄 社　 社 神　 社　　　社 寺 等

練
馬
区
指
定
文
化
財
一
覧

練
馬
区
登
録
文
化
財
一
覧

（
有
形
文
化
財
）

14 13 12 平成11年度 平成10年度 平成9年度 平成8年度 平成 7 年度 平成 6年度 平成5年度 4 平成 3年度

73 72　71 70 69 68　67　66 65　　 64　63 62　61 60　59 58　57　56　55　54 53　52　51 50 49　48　47 46 45　44　43 42 41 40　39　38　37　36

相 広　子 石 中 八 橘 絹 長　　 北　八 千 明　本 氷 中　丸　金　阿 西 高　小　井 三 武 井 石 相 比　井　増 荘
家
文
量
目

郷
土
資

尾 御 阿　土 紙 絹

原 川　ノ　神 野 ケ 紋 本 谷　　 町 幡 川　里 寿 川 宮　山　乗 弥 大 稲 美　口　宝 蔵　口　製 原 丘　 口　島 崎 府 弥 支 本 木

好 松　聖　井 屋 谷 椿 着 川　　 の　神 家 宗 院 神 遼 東 院 陀 泉 荷 濃 家 寺 関　家 絵 正 尼　家　家 道 内　陀　田　墨 着

吉 五 観 城 商 戸 几　色 家　　 仁 社 文 普　の　社 跡 遺 御 寺　の 遺 英 文　山 遺　文 馬 太 橋　文　薬 跡 井 寺 八 画 色

家 郎　世 跡 店 遺 帳 釈 文　　 王　の 書 の　賽　の 出 跡 朱 の 稲 跡 男　書 門 跡 喜　　 郎 遺　書　医 出 村 の　幡 淡　明

文 関　音　出 文 跡 柄 迦 書 像 本
殿

春 （ 北 中

墨 銭 神 土　出　印　伏 荷 出 家 出　　　　 家 跡　　 門 土 方 半 官 彩　里

童戸 係　碑　土 妻戸
出 鏡 十 跡 箱 輿

郷 桜 早 豊

の　土　状 せ 神 土　文 上　　　　 住 出 品　旧　鐘　の　希 宗

田

資　　 小

郷

土　　 六 小　の　　 鉦 社 の　書 の　　　　 宅 土 記　　 半 里 普

料 刀

練 貫 郷

の　　 善 型 木　　　　 本 旧 大 の 鐘 宗 像

大　　 神 壷 製　　　　 殿 石 型 旧 竿

形　　 像 形 品 器 槍
語 関 南 春

石 像
誓 石 桜 志 望 讐 雷 雲

郷　大　関　石
器 関 谷

春 平 錬 士 桜 桜

柄 馬　井　土 土 完 翼 言

文 町 l

日　管　町 村 土 台　宮 玉 土　泉　町 神 歪 詣 買 足 町　原 日　和 馬　支 台　台

5 4　5　資 資 町 理　 2　両 資　 6　2　両 資　　 1 泉 資　学 南 井 北　 3 尾　町 台 1 田　6　6

l l l 料 料 3　着 l 3 料 I l 2 料　 4 1 5 料　園　4　台 2　5　5 聖 子 ■
19
料
室

所
有
者

荘
半
蔵

崎　 5 1 t　4 1 l

8 7　7　重 室 吉 子 芸 1 ） 38 l 室 20 26 1 室 金 44 1 室 町 l l l l l 遺 I l 44 l 20 20

相 広　円 29 北　北　 2 魔　本 15 乗　阿 1 2　5 l 雑 資　 7　増 跡 12 32　阿 28 廣 廣

原 川　光 春 19 徳 長 町 町 八 徳 寿 氷 郷　 院 弥 稲

土　 陀 荷

1 井 15 料 井 島 資 春 内　弥　土 徳 徳

好 青 院 郷 禅 寺 谷 二 観 幡 寺 院 」l 23　口　三 室　 口　一 料　日　田　陀 支 寺 寺

士［コ 五 土 定 川　丁　音 神 神 荒　 寺 琵 小 康 宝 正　平 展 小 義 寺　田
資 院 恒　目　堂 社 社 美 子 寺 利 示　学 康　　 八

料
室

範 町
会

室 濃
英
男

郎 重 校　 幡　　　宮
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16 15

8 0　79　78　77 76　　　 75　74

千　 九　 小　栗 木　　 石　小

川　 山　竹　 原 下　 の　神　 林
上 東 道 家 蒙　 り　井 家
水　 遺　 跡　 文 文 1 西 住

の　 跡　 出　 書 書　 ド　尋　 宅

記　 方　 土 オ　 常
線　 形　 の ル　 ′ト
フ　周　 大 ガ　 学
イ 溝 珠

ル 墓
ム 出 郷 郷

ン 校

郷 郷　 桜

土 土 土 土　 土　　 台
品 資 資 資　 資　　 5

料　 料 科 料　　 L

郷 郷 墓 室 室　 室　　 11

土　 土 小

資　 資 林

科　 料 良

墓　 室

机
有
形
1
4
は
種
別
変
更
の
た
め
欠
番

璃
平
成
1
1
年
8
月
3
1
日
移
転
に
よ
り
登
録
解
除

（
有
形
民
俗
文
化
財
）

11 10 9 8 平成7年度 6 5 平成4年度 3 2 平成元年度 昭和63年度 昭和62年度 昭和6 1年度

24 23 22 2 1 20 18 17 16 15 14 13 12 11 10　9 8　　　　 7 6　 5 4　　　　 3 19　　　 2　 1

井 棒 田 織 石 力　本 丸 金　僧 高　氷 文 沢　氷 下　　 狐 関　大 弥　　 北 長　　 中　江
戸 屋 士 部　憧 持　 寿 彫 乗　 形 松　ノl 応 庵　ノl 練　　 の の　八 陀　　 町 享　　 里　古

替 資 講 燈　 六 ち　院 二∃三日 院　馬 の　神 プ亡漬　神 馬　　 大 か　車 ．‾　　 廿日
一　　 三E

二　　　 の　田

ス＿料

郷

巡 籠　 面 惣　 の 面 の　頭 庚　社 年 製　社 の　　 根 ん 尊　　 観 年　　 富　の

用 拝 六 兵　 み 金 一　観 申　の の 造　富 富　　 取 か 来　　 音 の　　 士　 富
目
フ】く■

郷

装 地 衛　 く 剛 石　 音 塔　 力 弥 用　 土 士　　　 り ん 迎　　 座 申　　 塚　士

東

郷

蔵

石 石

馬　 の　じ 庚 六 石

高 豊

陀 具 塚

郷 北

塚　　 入 地 画　　 像 待　　　　 塚
頭　　 道 申 地 板 れ 蔵 像 板
観　 具

二ヒ二

塔 蔵 碑 絵 図

馬

板 碑

lヨ　大 早
下 錦　 早 石 北　　 西 関　郷 破 （

石 管 北
郷　　　　 小

土 土 土 神　神 泉　宮 伊　石 2　宮 松　 玉 神 土　 町 町　　 大 町　土 神　理　 町 土 （ 富 竹
資 資 資 井　井 学　 2 保　神 1 2 2　南 井 資　 8 2　　 泉 （　東　資 井 草 2 資　所　 士　町

料 料 料 町　町 園 【ケ　井 4 1 （ l 2 ムロ
料 l l　　 3 管 1 料 台　 l 料 有 浅 1

室 室 室 5　 5 町　26 谷　 5 金　 26 管　 3 l 1 室　 22 4 1　 1 理 l 室 1 北　38 室 者 間 l
l 【 2　本 戸 l 乗　本 理　　 15 l 氷 浅　　 13 者 18 l 町 北 神 59

19 19 】 寿 庚　 7 院　 寿 者　　 氷 16 ノl 間　　 諏 15　二　町 中 社 浅

禅　禅 加　 27　院 申 l 院 川 道 神 神　　 訪 －・ 三　丁 観 里 境 間
定　定 藤　地 講 1 1 練　　 神 場 社 社　　 神 宝 宝　 目　音 富　内 神

院　院 ひ 先

で

地
先

馬　 社

区

寺 社 寺 寺 町 堂　会 士　 社
講

16 13 平成12年度 平成11年度

34　33 32　31 3 0　29　28 27　2 6　25

高　 林 大　二 江　神　谷 丸　斉　醤
松　稲 氷　十 古　輿　原 彫　藤　油

の　荷 川　三 田　渡　延 聖　水　醸
庚　神 の　夜 の　御　命 観　車 造

申　社 力　待 富　行　地 音　用　業
塔　 の 石　供 士　列　蔵 立　具　用

庚 養 講　図 像　　 具

申 塔

氷 下

関　絵 廻
塔

音 色
「司 ＿昆

係 馬

資
料

供 国

養
塔

小　氷　谷 旭　南 郷

松　玉 川　石 竹　川　原 町　 田　土
1 北 台　神 町　台 1 2　 中　資

l l 4　井 1 4 l 1 1 料
22 1 l 6 l l 17 9 1 室

上　 7 4 7 1 59　47　地 稲　22

原 林 氷 1 浅　氷　先 荷　斉
益 稲 川　天 間　川 神　藤

雄 荷 神　祖 神　神 社　勝
神

社

社 神　社 社　社

16 平成 15年 度 平成14年度

26　25　2 4 2 3　22　2 1 20 19 18 17

上　 北　 白 谷　富 春　 貫 大　南　石

石　町　 山 原　土　 日　井 山　田　神
神　嚇 神 嚇　見　町 灘 講　中　井

井 子　社 子　台　嚇 子 灯 【靡　台
唆任　　 嚇 輝 子 龍　子 【難

子 子

上 北 白

子

谷 富 春 貫

立 子

て
行

事
南 石

石　町　 山 原　土　 日　井 田　神
神　嚇 神 癖 見　町 嚇 中　井

井　子　社 子　台　雅 子 向　嚇 台

巧錐 保　嚇 保　輝 子　保 （ 二 子　嚇

子　存　子 存 子 連　存 毒 毒 筆 妻

連　会　連 会 保 （ 会

中 （ （

（ 北 練

（ 存 春 （

谷 会 目 貫
上　町　馬 原　（　 町　井 1　 両 神

石　地　地 地 富 地 ・ 田　井
神　域 域 域 士 域 高 2　　 中　台
井 ） ） ） 見 ） 松 丁　　 地 地
地 台　　 地 目　　 撃 域
域 地　　 域 地

域 域

（
無
形
文
化
財
）

輔
内
田
安
太
郎
・
平
成
7
年
7
月
3

1
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

（
史
跡
）

6 5 4 フt

5　 4 3 2 1

ホ　 ＊5 絵 ＊4 ＊3

ウ　 ホ 馬 棒 髄

キ　 ウ 制 柄 甲

製　 キ 作

貫

の 螺

造　 製 製 金田

技 造

術 技

作

技

蒔

絵

解

除

術 術

解 解

除 除

関「昂 「吊 局
し　　′＼
∴ ∴
1 1
5 南 ム［コ

【 l F 3 3

3 7　37 14 l l

篠　 鹿 平 8 27

歳　 佐 郡 口 方

治　 平 司 平

蔵

士ロ
雄

棉
土
方
吉
雄
・
平
成
6
年
9
月
1
4
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

叫
井
口
平
蔵
・
平
成
7
年
5
月
2
1
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

璃
鹿
島
佐
平
・
平
成
1
0
年
6
月
2
6
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

（
無
形
民
俗
文
化
財
）

14 5 平成4 年度 平成 3年度 2 平成元年度 63

16 15 14 13 12　　 11　　 10 9　8　7　6 5 4　3　2 1
田 中 ち　ち　ち　　 神　　 鶴 関　谷　谷 ＊6 中 石　八　開 探
柄 里 が　が　が　　 輿　　 の 町 原　原　ち 村 神　丁　の 湯
嘆任嚇 や　や　や　　 渡　　 舞 輝　の　の　が 嚇 井　堀　ぼ の
子

田
柄

子

中
里

馬　馬　馬　　 御 子　麦　餅 や 子

中

嚇　三　ろ 儀

（ 中
保 村

飾　飾　飾　　 の ボ　鴇　馬 子　吉　市
り　り　り　　 御 ウ　き　飾 嚇

供 チ　唄　り 子
道 唄
中 解 石　八
歌 関　　 除 村 神 丁

嚇 喋 芸 裏 芸 墓 董 墓 董

存 存

町
嘩 高 高 北

嚇
子
連

井 堀
町 三 関子

保

子

連
子 野 野 町

、車 ム ム

嚇 吉 町

子 【難
存

．△、7三
大

泉

町

地

撃

〕運 ロ ロ 1

（ 3 3 l
関 I l 4 5

町 37 3 7 内

中 　 北

連 子 4

持 3

茸 l

田

柄

地

撃

村

地

（ 保 l

石 存 16

　 8

神 御

地 増　 増　 田 域 神 会　 本 田　 嶽

城 島 島 安

） 兼 兼 太

吉 吾 郎

蓋 壷 喜

域 域 前

） ＼－／

定 神

男 社

／〈ゝ．　 ノ△、
ここ言　　 フ言

16 平成1時 度l 8 7 フt 昭和63年度

13 12 1 1 10 9 8 7　　　 6　 5　4　 3　 2　 1

園 田　河　千 田 旧 千　　 乗　池　尾　池　小　東

浮 柄　野 Jl 柄 大 川　　 原　淵　崎　永　野　高
法 用　鎮 家 用 泉 上　　 道　遣　遠 道　蘭　野

師 水　平　 の 水 村 水　　 跡　跡　跡　雲　 山　山
塚

春

跡　等　墓 記 役 跡　　 の　　　　 墓　墓　奥

子 念 場 竪　　　　　　　　 之
碑

石 春 北

稗

田

跡

大

穴　 院
住

居
跡

関 氷 石 春 練 練 高

日 神　 目　町 柄 泉 町　　 川　神　 目　馬　馬　野

町 井　町　 2 4 学 南　　 台　井　町　 4　 4　台

5
【

35

台 3 l

8 l 18
【 2 阿

21 寿 弥

誓 … 警 霊

草 警 千

l

27
天
祖

神
社

園

町

2
l

2
大
泉
中
島

l 3紺 妾

12 受 迎 10

・ 寺

　永 野

　　 川歪 義　 家 慧 芸 蒜 票　　 家 家

馨 区 都

牧
野
記
念
庭
園
　
　
　
　
　
　
　
東
大
泉
6
－
3
4
練
馬
区

（
天
然
記
念
物
）

16 10 6 平成3年度 平成元年度 63

8 7 6 5　　　　 4 3　 2 1

開 光 練 内　　 八 カ　井 練

進 伝 馬 田　　　 の タ　頭 馬
第 寺 東

小

家　　 釜 ク の

リ ヤ

白

′J、コ 学 屋　　 湧 群　ナ 神

学 ウ 校 敷　　 き 落 ギ

大 東

社

校

の

ク

ス
ノ
キ

ヤ

マ
キ

氷

■の
フ
ジ

春

林 水

早 東

の
大

ケ
ヤ

キ

練

早 ノl 目 宮　　 大 泉　大 馬

宮 ム［コ町
3　　 泉 町　泉 4

2 3 1 l　　 2 1　 7 】

1 1 1 41　 1 1 l 2

1 24 30 内　　 27 萱 垂 董

五 憩 頭

白

開
進

第

光
伝
寺

練
馬
区
数

日

蓋 萱 墓 山
神
社

小
学

校

香
貝
A

冨 蓋 嘉 蓋 芸

市 男

3
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率
碗
神
教
廃
藩

・
灸
ん
じ
ょ
う
ほ
、
や
し
．
？
か

図
浮
法
師
琢

竿
意
慧

登
録
敷
勝

湛
第
一
小
学
持
∴
∵
7
ス
′
キ
で
息
讐

登
録
兎
麿
鼠
忠
勝

●
所
在
地
豊
玉
北
一
－
七
林
稲
荷

神
社

高
さ
9
7
c

m
の
角
柱
型
石
塔
で
す
。
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）
銘
が
あ
り
、
区
内
で
も
古
い
庚

申
塔
で
す
。
三
猿
や
鶏
が
丁
寧
に
浮
き
彫
り
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
保
持
団
体
　
白
山
神
社
磯
子
連

練
馬
白
山
神
社
の
祭
礼
な
ど
で
演
じ
ら
れ
る

相
模
流
中
間
の
祭
輝
子
で
す
。

●
所
有
者
篠
田
勝

●
所
在
地
春
日
町
五
－
三
五

径
約
1
0
m
、
高
さ
1
・
5
m
の
円
墳
状
の
塚
で
す
。

築
か
れ
て
い
る
場
所
は
、
か
つ
て
上
練
馬
村
中

ノ
宮
と
高
松
の
境
で
あ
り
、
辻
で
し
た
。
頂
上

に
詞
が
あ
り
、
明
治
4
4
年
（
一
九
二
）
銘
が

あ
る
石
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
築
造
は

そ
れ
以
前
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
塚
に
ま
つ

わ
る
伝
承
で
は
、
村
に
住
ん
で
い
た
老
婆
の
入

定
塚
と
さ
れ
、
換
気
口
に
し
て
い
た
竹
筒
に
耳

を
あ
て
る
と
、
耳
の
病
気
が
よ
く
な
っ
た
の
で
、

い
つ
の
頃
か
ら
か
「
耳
塚
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
、
石
碑
を
立
て
て
供
養
し
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
区
内
に
残
る
数
少
な
い
近
世
、
近
代
の

塚
で
す
。

●
所
在
地
早
宮
ニ
ー
一

関
進
第
一
小
学
校
正
門
脇

樹
高
約
2
0
m
、
区
内
有
数
の
ク
ス
ノ
キ
の
巨

樹
で
す
。
大
正
4
年
二
九
一
五
）
日
月
1

0
日

の
大
正
天
皇
御
大
礼
奉
祝
日
に
校
舎
の
玄
関
前

に
植
樹
さ
れ
、
校
舎
改
築
の
際
に
現
在
の
場
所

に
移
植
さ
れ
ま
し
た
。

●
所
有
者
上
原
益
雄

●
所
在
地
高
松
一
－
二
二

高
さ
1
1
2
竺
舟
形
状
の
石
塔
で
、
正
面
は
板

碑
型
で
す
。
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
銘
が
あ

り
、
区
内
で
も
古
い
庚
申
塔
で
す
。

●
保
持
団
体
　
北
町
磯
子
保
存
会

北
町
の
氷
川
神
社
の
祭
礼
な
ど
で
演
じ
ら
れ

る
神
田
流
中
間
の
祭
輝
子
で
す
。

魁
蚤
沖
溶
滋
醤

攣
琴
愚
彩
民
俗
曳
拠
財

●
保
持
団
体
　
上
石
神
井
嚇
子
連
中

上
石
神
井
の
地
域
に
伝
わ
る
経
堂
流
早
間
の

祭
嚇
子
で
す
。

路
上
な
ど
か
ら
常
時
見
学
で
き
る
文
化
財
は

「
林
稲
荷
神
社
の
庚
申
塔
」
、
「
高
松
の
板
碑
型

庚
申
塔
」
、
「
開
進
第
一
小
学
校
の
ク
ス
ノ
キ
」
、

「
回
浮
法
師
塚
」
　
で
す
。
「
千
川
上
水
の
記
録
フ

イ
ル
ム
」
は
『
千
川
上
水
－
昭
和
2
7
年
の
記
録

を
中
心
に
』
（
区
教
育
委
員
会
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
郷
土
資
料
室
収
蔵
品
で
あ
っ
て
も
常
時
展

示
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

4

尾篭萱
古紙配合率100％再生蘭虻催眉しています


